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一五
かつて『文藝別冊
　
谷崎潤一郎
　
没後五十年、文学の奇蹟』
（二〇一五年二月
　
河出書房新社）に水野鋭三郎宛の谷崎書簡、松子
書簡を紹介した縁で、水野鋭三郎の姉が嫁いだ卜
うらべ
部家に残されていた
谷崎潤一郎の未発表書簡も見せていただくことができた。水野鋭三郎は松子の父森田安松と友人 松子が根津清太郎 離婚し、谷崎と結婚するについて、両者のあいだに入っていろいろな取りはからいをしてくれた、 と谷崎にとっての恩人である。
水野鋭三郎の姉イワは、広島県芦品郡駅家村大字江良（現、福山市
駅家町江良）の卜部兵兵衛の四男で酒造業をはじめた譲介に嫁しており、その譲介とイワの四男の詮三は、 の長女 の姉の朝子と結婚している。詮三は一八九四（明治二十一）年十一月八日生まれであるが、いったん一九〇七（明治 十）年三月に芦品郡宜山村字大橋九拾六番屋敷の高田福三郎に養子に行ったが すぐ 卜部家へ帰ている。早稲田大学を卒業して、一九二一（大正十）年 二月二 四
日には、大阪市西区新炭屋町三十九番地の森田安松長女朝子と婿養子縁組の婚姻届を届け出ている。
したがって、水野家と森田家とは縁戚関係でも結ばれており、森田
詮三は水野鋭三郎の甥ということになる。そんなことで 詮三は谷崎よりも二歳年下ではあるが、森田松子と結婚したことにより、谷崎にとっては義兄ということになり 谷崎は卜部家とも縁戚関係 結ばれるこ になった。江良の名家であった卜部家 は、谷崎も何か お世話になったようである。
卜部家には、総本家によって書き残された家譜である『系譜』が残
されている。それ よれば、卜部姓の起源 「天児屋根十二世の孫大雷臣命又の名跨耳命は亀卜の術に達し允恭天皇に仕へ姓卜部を賜ふ」ということで、その卜部の流れをくんで、一七二四（享保九）年正月十二日に亡くなり 宅地内の墓地に葬られ 圓證居士 法号をもつ先祖が、備後国沼隈郡水呑村から同国品治郡江良村に移住して農業 営
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一六
んだところに卜部家の礎が据えられたという。
総本家は川端卜部と称し、二代目の時に越金屋卜部が、三代目の時
に東卜部がそれぞれ 分家している。二代目は、一七五六（宝暦六）年八月十五日に亡くなっているが、法号は秋月院宗悟日観居士。江良村は十万石の福山藩主阿部伊勢守の治下に属し、代々庄屋を務めたが、当家および分家の同姓一門は引き続い 庄屋を勤め、苗字帯刀を許された。また藩主御領分御野廻りの節には一族が宿陣所となった。これがいつの代からはじまったのかは不明だが、おそらく二 目からではないかと推測される。
三代目は一七六八（明和五）年八月八日に亡くなっているが 法号
は圓理院了感日達居士。いつの代に起こったこと 不明であるけれど、 『系譜』には次のような記述がある。
　
大草神社は江良村全体の氏神なるにより卜部家は分霊を勧請し
て大鉾神社を建て東江良の氏神とせり　
当村は服部川に中貫せられ東西に分れ最初当村は西江良に居住
せるも地低く毎年霖雨の頃には芦田川の氾濫により水害を蒙ること甚しきにより家作を東江良に移住す即ち三十五番屋敷それなり門長屋を南にし東北に附属建築あり母屋は平家瓦葺土塀を廻らしたる中庸構への邸宅な し、旧西 の屋敷地を想察するときはその家宅も随つて多棟広庭なりしものと思はる、一門分 などの邸宅に至りては実に郡中一、 二の巨宅にして大小玄関 外表裏
出入口あり門座敷、離座敷、裏座敷、隠居屋あり米倉並に貴重品格納庫等々甍を並べ門内更に一区を劃して中門を設け御成門と称す、これ藩侯の出入及び吉凶の際親戚大会の砌使用に当てしものなり庭園築山の風致は各々其趣きを異にすと雖も何れも四季の眺めにあかざるものあり、邸内亭々聳ゆる大樹は近郷に此の家 表徴する 足る。
また水害、旱魃、飢饉などの場合、貧困者には一門協力救済に務
め、先祖第二代第三代のあいだに追々分家別家が増して八軒に及んだという。
水野鋭三郎の姉のイワが嫁ぎ 松子の姉 朝子と結婚して森田家
を継いだ詮三が出たのは、東卜部の家系である。東卜部の初代は一八三五（天保六）年五月二十六日に八十五歳で亡くなった卜部丈右衛門義卿で、法号は泰樹院義卿日寛居士。そ 後に一八四八（嘉永元）年三月二十六日に六十六歳で亡くなった兵三郎吉清（法号、演暢院宗実日相居士） 、一八六七（慶応三）年四月 三 六 歳で亡くなった兵兵衛惟盈（法号、常観院自得日敬居士）とつづき、兵兵衛の四男がイワの夫の譲介である。
譲介は東京大学の前身の大学南校を卒業した、才智に優れた人物
だったようである。はじめ他家に養子 出されたけれど、この子なら卜部家を盛り立ててくれるだろうと生家に呼び戻されて 東卜部家の財産の三分の一を分け与えられ、分家して酒造業をはじめた 土地で
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一七
は「酒卜部」とか「酒場の卜部」とかよばれて、 「花霞（なはかすみ） 」の銘柄で売り出したという。初代の酒卜部である。このあとに紹介する卜部家宛の谷崎書簡を読むのにも必要なので、次頁に東卜部家の家系図を掲げておこう。
現在、卜部家には谷崎潤一郎の書簡六通と松子の書簡三通が残され
ているほかに、転居通知や毎年のように取り交わされた年賀状が保存されている。そのなかの一九五二（昭和二十七）年の「壬辰正月」のものには、 「六十とせに七つ加へて七草のなづなの粥を祝ふ春かな
　
潤一郎」という谷崎自筆の歌一首が記されている。これらの書
簡を読むと、これまで知られてい ったいくつかの事実が明らかになってくる。前回、 「日本近代文学館年誌
　
資料探索」十二（二〇一七
年三月
　
日本近代文学館）に紹介した杉田直樹宛谷崎書簡のように、
作品の読みにまでかかわるような書簡はないけれど、谷崎の伝記 完成のためにはきわめて興味深いものと え
中央公論新社から刊行された決定版『谷崎潤一郎全集』全二十六巻
はこの六月（二〇一七年）に完結したが この決定版全集は谷崎が書き残した本文、および谷崎家 残されていた創作ノートやメモに関してはほぼ完璧に編集することができた。し し 残念 ことには書簡の巻がふくまれていない。 家 書簡は伝記研究、そ 品解釈 重要な意味をもつことは うまでもない 、これまでの研究によっ も明らか ように、谷崎の場合には作品を読み解くうえ いっ う重要なものとなっている。そして、谷崎にはまだまだた さん未発掘の書
簡があると推測され、それらをすべて虱つぶしに収集するためには大変な労力と費用を要することはいうまでもない。
また今日の出版事情を考えるならば、いかに谷崎が近代文学を代表
するビッグ 作家だったとしても もう一度紙媒体で全集を刊行するということはとても考えられない。なまじ中途半端なかたちでの書簡の巻を作ってしまっ は、今後ふたたび取りかかることも不可能になる。そんなことで書簡に関しては全集の本体の刊行が終わったあと、もう一度考え直す いうこ になっている。今回は こに卜部家から提供を受けた卜部家宛の谷崎潤一郎、および松子の未発表書簡九通を紹介しておきたい。
一
　昭和十五年〔推定〕十二月二十七日
　　　
谷崎潤一郎より卜部資治へ
表
　
広島県福山市外駅家村字江良
　　
卜部資治様（消印１５？・１２・２７）
裏
　
十二月廿七日
　
印 ﹇兵庫県武庫郡住吉村反高林
　
谷崎潤一郎﹈
拝啓本年もいよ〳〵押詰り候処御尊家皆
〻
様御機嫌よく御消光被遊
候趣大慶に存候
　
扨先般ハ龍雄君へ御酒の御無心申出候処貴地に
於いても御不自由なる折柄早速半打御発送被下且進物として御恵投被下候段何とも御礼の申上やうも御座なく御芳情千謝仕候実は小生過般来上京中にて昨朝帰宅直ちに少
〻
試飲分けても今度の
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一八
図 1　谷崎潤一郎＆松子書簡関係者参考資料
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一九
は美味のやうに感ぜられ近頃の灘の酒などは遠く及ばぬ心地致候
　
先は延引ながら書中を以て御挨拶まで如斯候何卒よき御正月を御迎へ被遊るやう御一統様へも宜敷御鶴声願上候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
敬具
十二月廿七日　　　　
谷崎潤一郎
卜部資治様　　　　
榻下
この書簡は消印の年代の箇所がはっきりと判読できないので、年代
の推定にちょっと手間取ったが、兵庫県武庫郡住吉村反高林の時代ということになれば、昭和十一年十一月から十八年十一月までである。消印の年代のところは最初の１ははっきり読めるのだが、次の数字がきわめて読みにくい。辛うじて上のところに直線が入っているのを読みとることができる で、５か７かどちらかだろうと判断できる。この書簡には四銭の東郷平八郎の切手が貼られている 昭和 七年四月一日より書状の郵便料金が二十グラムまでが四銭 ら五銭に値上がりしているので、昭和十七年ということはあり得ないので、十五年と推定した。
また「小生過般来上京中にて昨朝帰宅」とあるが、 『谷崎潤一郎の
恋文
　
松子・重子姉妹との書簡集』 （二〇一五年一月
　
中央公論新
社）に収録された昭和十五年十二月二十日付 重子宛書簡（書簡番号
一三五）に、 「私も廿五日小山内氏の法事をすませて帰らうと存じます（中略）廿五日夜行で立つつもりで厶います」とあり、ぴったり照合しているところから、これを昭和十五年と判断して間違いないと思われる。
卜部資
すけじ
治は譲介とイワの次男で、譲介の兄宗五郎に子がなかったた
めに甥の資治がその養子になっているが、譲介のはじめた酒造業は、実質的 資治が継ぎ、酒卜部は譲介、資治、貞寛と三代にわたって酒造業を営んだ。譲介は一九二七（昭和二）年十月二十四日に七十歳で亡くなっており、法号は宝珠院仁譲日顕居士であ 。譲介の長男卓江は三井物産の重役を勤め、宗五郎は村の 弟の教授をしていた 伝えられている。
また書簡中に名前の見える龍雄は、 治の弟で、譲介とイワの五男
である。龍雄 酒卜部の財産を分けてもらい、屋号を西陣屋と名乗って分家した 字が上手で、俳句を詠んだり書を書いたりしたが、手紙を書くのも得意だったといい、戦後には親戚の経営する病院の事務長をし いた。人付き合いがよ ソフトな龍雄は 谷崎にも親しみ、自分の息子の命名をたのんだり、家を新築したとき 命名してもらい揮毫してもらったりしてい そうである。
今度の『谷崎潤一郎全集』第二十六巻にはじめて収録された松子夫
人の「十八公日記」の正月二日のところに、 「
Jun
はわが乞ひをいれ
dr
勝呂の為に「徳潤身」と江良卜部家の新築の家の為「怡楽荘」と
命名揮毫す（中略）いづれ 妾が頼まれしも なれば借りしも 漸く
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二〇
返せるさわやかさなり」とある。この「十八公日記」は冒頭に「昭和十三、 四年の日記」とあ 、欄外に「住吉反高林のころ の注記があるけれども、記事の内容からしてこの日記は昭和 二年のもので、それを後年に清書したも である。谷崎 卜部家と 関係はこ ときあたりからはじまったようであるが、これは龍雄の の新築の折に依頼され ものだった。
ちなみに詮三は松子が根津清太郎と離婚して、谷崎と結婚すること
には強く反対していた。水野鋭三郎宛書簡を紹介した折にも触れたけれど、一九三四（昭和九）年四月 十日の「夕刊大阪新聞 「問題の谷崎潤一郎氏
　
艶麗なマダムと同棲」の大見出しのもとに谷崎と松
子の同棲がスキャンダルと 大阪の小新聞に報じられたとき、森田家の戸主である詮三 勤務する三菱商事から「監督不行届」の叱責をうけ減給処分になったそうである。また森田家では根津商店へ 銀行などの連帯保証もあり、その倒産後には森田家の 財 も抵当 差し押さえ処分があったといい 松子の件では 立腹 、この件で夫婦喧嘩も絶えなか ようである。
一九三七（昭和十二）年七月一日に詮三は東京へ転勤となり、それ
にともなって一家 東京へ引 越した。晩年になってからは詮三も、松子を評してみずから自分 人生を切りひらい 女性だった 讃辞をおくっていたというが、結婚当初、松子は何かと森田家の本家 詮と谷崎とのあ だに立 気を使ったものと思われる。資治 谷崎夫婦に何かと援助していたよ だが、決して見返りを求めず 谷崎を商
売に利用するようなことはしなかったという。それに対して人あたりのよい龍雄は谷崎とも気軽に付き合ったようで、そんなところから谷崎も龍雄に「御酒の御無心」を申し出たのかも知れない。
二
　昭和十六年十二月二十六日
　　　
谷崎潤一郎より卜部資治へ
表
　
広島県福山市外駅家村江良
　　
卜部資治様（消印１６・１２・２６）
裏
　
廿六日
　
印﹇兵庫県武庫郡住吉村反高林
　
谷崎潤一郎﹈
拝啓其後御無音に打過居候処皆
〻
御健勝之趣大慶に存上候
　
扨先日
は肇君に結構なる御土産御托し被下難有厚く御礼申上候
　
実に乙
女のやうなる 酒は何箇月ぶりにて味ふ事にて毎夜楽しみに少しづゝ賞味致し居候
　
世の中日に増し不自由にのみ相成候へ共海に
陸に皇軍の武威赫
〻
たるを思へば将来に於ける皇国の大発展を
楽しみ して何も彼も辛抱致すべき時と存 年内余日も無之先ハよきお正月を相迎へ被遊候やう祈上候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
匆
〻
十二月廿六日    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
谷崎潤一郎
卜部資治様
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二一
　　　　
侍史
書簡中に「肇君」とあるのは森田家の詮三と朝子との長男で、父の
実家の卜部家を訪ね、帰りがけに反高林の谷崎邸に寄ってお土産に托されたお酒を届けたのだろう。これはその礼状であるが、 「世の中日に増し不自由にのみ相成候へ共海に陸に皇軍 武威赫
〻
たるを思へ
ば将来に於ける皇国 大発展を楽しみにして」という文言は、この年の十二月八日の真珠湾攻撃によってはじまった太平洋戦争を背景に記されたものであることはいうまでもない。
卜部家の「花霞」は品評会でたびたび賞を取った いうが、甘口の
美味しいお酒だったそうである。書簡中 「実に乙女のやうなる御酒は何箇月ぶりにて味ふ事にて毎夜楽しみ 少しづゝ賞味致し居候」という箇所には、次第に物資が不足し、食料も自由 手にすることが難しくなってきた時代に、 「乙女 や なる」お酒 思わず舌鼓を打っている谷崎の姿がまるで目 浮かぶようだ。
三
　昭和十七年二月二日
　谷崎潤一郎より卜部資治へ
表
　
広島県福山市外駅家村江良
　
卜部資治様
　　
書留
　
速達（消印１７・２・２）
裏
　
二月二日
　
印﹇兵庫県武庫郡住吉村反高林
　
谷崎潤一郎﹈
拝啓両三日来寒気特に厳敷候処御老母様御他界被遊候由御愁傷御察申
上候先年丁度今頃参上御厄介に相成候折ハ如何にも御元気の御様子に相見其後も始終御噂申上候処突然之事にて私共も驚入候本日 会葬申上べき筈のところ何かと旅行不便 折柄乍勝手書中を以て御悔み申上候いづれ拝趨参拝可致候へ共何卒皆
〻
様へ宜敷御執成
置被下度願 尚
〻
封入の香華料些少ながら御仏前へ御供へ被
下候はゞ幸甚奉存　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
匆
〻
二月二日　　　　
谷崎潤一郎
卜部資治様
　　　　　
硯北
ここで「御老母様」といっているのは、資治の母であり、水野鋭三
郎の姉であり、森田家の当主詮三の実母イワのことである。イワ（岩）は、沼隈郡松永町の水野欽一郎の五女として一八六六（慶応二）年八月十五日に生まれている。これはイワの死去に際して お悔やみの手紙であるけれど、イワが亡くなったのはこ 年の一月三十日である。数え年七十八歳ということにな が、法号 宝乗院妙温日信大姉。松子との結婚に際して多大な力添えをうけたイワの弟水野鋭三郎はそ前年の昭和十六年にすでに亡くなっ た れど、 は松子の実家の森田家 当主の実母 も当たるわけ 谷崎としても丁重な挨
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二二
拶せずにはおられなかったはずである。
四
　昭和二十年〔推定〕四月〔推定〕二十三日
　　　
谷崎潤一郎より卜部龍雄へ
表
　
広島県福山市外駅家村字江良
　　
卜部龍雄様
　
速達（消印判読不能）
裏
　
二十三日
　
印﹇静岡県熱海市西山五九八
　
谷崎潤一郎﹈
拝啓其後御無音に打過候処御健勝大慶に存上げ候貴地も森田家等の疎開にて御賑かの事と存扨或はすでに 聞及びかと存候へ共私共一家も今度いよ〳〵当地家屋を松平子爵 貸し申し我等は松平子の作州津山旧藩邸へ一時落着き然る後同市附近に可然家を（なるべく借家）を捜し暫時戦禍を避け度と存候それニ付津山地方にもし誰方か御懇意の御方にても御ありなされ候 ゞ御紹介 与り度御願申上候もはや荷物の発送も大体相すみ候 今月中に熱海出発
　
阪神魚
崎の旧宅 数日滞在同地の荷物を整理いたし候上 て五月 旬にハ津山へ可参予定に 座候
　
もし御紹介状等御送り被下候場合は
魚崎宅（兵庫県武庫郡魚崎町魚崎七二八ノ三七）宛御郵送被下はゞ幸甚に御座候
　
猶
〻
今後ハ御近所に相成候事故自然拝顔の
機も可有之又何かにつけ御厄介相かけ 事と存 何分宜敷願上森田姉上へハ別に書面差し上げず此又宜敷御鳳声被下度候
　
みど
りちやん以下子供たちにも元気よく勉強するやう御伝へ被下度候 目下移転之雑務にて取込中乱筆御判読被下度候二十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
谷崎潤一郎
卜部龍雄様津山へ疎開いたし候ハ我等夫婦恵美 義妹渡辺重子外に女中一人にて候然しあとより義妹嶋川のぶ子も参る筈と森田姉上へ御伝へ置被下度小生の娘と孫とハすでに信州へ疎開仕候
　
阪神地方ハ御承知之通
りの状態に候へ共幸に て小生所有の神戸土地家屋及び魚崎宅ハ目下のところ災厄を免れ居候
一九四五（昭和二十）年に谷崎が津山へ疎開するにあたっての通知
の手紙である。これによると松子の長姉朝子の森田一家は、東京から詮三 実家の 芦品郡駅家村江良へ疎開していたことが分かる。詮三は三菱商事に勤務していたので、疎開した は朝子と子供たちであったのだろうか。谷崎は一九四四（昭和十九）年四月に熱海の別荘へ家族も疎開するよう したが、昭和二十年になって戦局の緊迫化にともない本土決戦の様相を呈 はじめ、熱海は敵軍の上陸地点と目されるに至り、再疎開することにした。
まず松子の妹の重子の夫渡辺明が作州津山十万石の藩主第十四世松
平康民の庶子であったところから、その縁を よりに津山に疎開する
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二三
ことにしたが、 「松平子の作州津山旧藩邸」へ一時落ち着き、そこを拠点に借家をさ そうとした。卜部家は商売柄この広島・岡山辺り一帯では顔が広く、 まざまな人物との交流があっただろうから、谷崎は藁にもすがるような思いで、卜部家にも問い合わせたのであろう。「今後ハ御近所に相成候事故」と何かとその地方の名家の卜部家にも頼ろうとする谷崎の思惑も透いて見える。
谷崎の「疎開日記」によれば、五月六日に家族を引き連れて熱海を
発ち、魚崎の家に立ち寄って、十五日に岡山県津山市小田中八子の松平別邸（
宕とうとうあん
々庵
）に着いた。同邸は、渡辺明の兄松平康春の所有で、
長く滞在するわけに行かなかったので 七月のはじめ同県真庭郡勝山町新町（現 の真庭市勝山三〇七）小野 る方へ転居。この年の暮れになって谷崎は再度同じ勝山 なかの今田ツネ方に転居して るが、一九四六（昭和二十一）年五月末に京都へ引っ越しす まで勝山で疎開生活をしていた。
この書簡は酒卜部の資治宛ではなく、西陣屋の龍雄宛になってい
る。森田家の朝子たちが疎開していたのは親戚 中陣屋の離れ あったというが、龍雄の家はその中陣屋の近くにあった。龍雄 人の世話をよくしたというから、この疎開騒ぎにも商売 忙しかったろう兄代わって、一族の面倒をみてやっ のだろう。中陣屋がどこ ら分かれたものか、詳し ことは分から けれど、酒卜部の墓所内に六、 七墓があったというから いずれ東卜部 何代目かに分家したものと思われる。しかし 大阪市立大学出 開業医で、キューブラ・ロ
スのワークを日本にはじめて取り入れたという文麿という方が当主であったが、もう亡くなられてしまって詳しいことは分からなくなってしまったという。
書簡中の「みどりちやん以下子供たち」とあるのは、朝子の子供た
ちのことである。朝子には五男二女があり、上から肇、脩二郎、紀三郎、豊明、美登利、繁、弥寿子とつづく 、美登利は谷崎が名付け親になって、みずから愛読して た樋口一葉の「たけくらべ」にちなんで名付けたもの。繁 弥寿子は双 で、ちなみに谷崎がプールサイドでシンクロナイズスイミングを見物している写真がよく知られ いるが、それは繁の妻の美保子が日本でのその草分け的 人物で 谷崎にその存在を教えて一緒に見学に行ったことによる。
五
　昭和二十年十一月二十三日
　　　
谷崎潤一郎より卜部資治へ
表
　
卜部資治様
　
嶋川信子持参
裏
　
二十三日
　
作州勝山
　
谷崎潤一郎
拝啓寒気相催し候処御尊家皆
〻
様御機嫌好く御起居被遊候段大慶に
存上候当方も御蔭様にて一日無事消光罷在候間御休神可被下候さて此度義妹並に根津清治一両 の予定を以て参上仕候間御迷惑様ながら何分宜敷御願申上候猶
〻
まことに厚ましく候へ共小生
好物の飲料其他何に依らず 手配被下候ハヾ幸甚に存候
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二四
最早や本年も残り僅に相成候へ共斯様なる年ハ一日もはやく改まることを希望いたし候末筆ながら皆
〻
様へ宜敷御鶴声被下度候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
敬具
十一月二十三日　　　　
谷崎潤一郎
卜部資治様　　　　
研北
六
　昭和二十年十一月二十九日
　　　
谷崎潤一郎より卜部資治へ
表
　
広島県芦品郡駅家村江良
　　
卜部資治様
　
書留（消印２０・？・３０）
裏
　
十一月廿九日
　
岡山県真庭郡勝山町新町
　
小野はる方
　　
谷崎潤 郎
拝啓一昨日根津清治帰宅山脇様御戦死被遊候趣拝承吃驚仕候折角平和之時節到来出征勇士も続
〻
復員の折柄まことに申上やうもなき
御不幸左様の御愁傷もひとしほの御事と御察申上候左様の御取込中にも 拘長
〻
両人御厄介に相成候のみならず皆
〻
様より一
〻
結構なる 土産まで頂戴仕何とも恐縮之至りに御座候実ハ早速御悔に参上可致筈に候へ共過般東京方面へ旅行仕帰来疲労甚処れうまちの気味にて静養罷在候ニ付乍勝手書中を以て御弔問申上 何
卒卓江様龍雄様森田義姉等皆
〻
様へ宜敷御伝声被下度候猶
〻
封
入のもの些少ながら渡辺家と拙宅とより香華料として御仏前へ御供へ被下度候向寒之候御一同様御自愛祈上候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
敬具
十一月廿九日　　　　
谷崎潤一郎
 卜部資治様　　　　
侍史
この二通の書簡は、終戦も間もない時期に連続して書かれたもので
ある。松子の妹の信子と松子が前夫根津清太郎とのあいだにもうけた根津清治のふたりが卜部家を訪ねているが、何かの用事があったのかどうか分からない。 「まことに厚ましく候へ共小生好物の飲料其他何に依らず御手配被下候ハヾ幸甚」とあるところから 主なる目的は食料品や物資の調達であったと思われるけれど、文面によれば、ふたりは十一月の二十三日に訪ねて、江良の に四泊して二十七日に帰宅している。
帰宅後の清治からの情報により、譲介 末っ子で六男の、山脇家へ
養子にいった行平の戦死を知らされている。資治にとっては、龍雄のすぐ下の弟である。山脇家は三原 資産家であるが、現在は三原を離れ、広島に引っ越しされているという。行平は、戦争が終わり復員中、川に転落 るという事故に遭って亡くなったそうだが、すでに子供も
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二五
いて、人柄が良く、将来は市長にと期待されたような人物で、皆から惜しまれたという。まったく「折角平和之時節到来」し、 「出征勇士も続
〻
復員」してくるという状況のなかで、 「御愁傷もひとしほ」で、
かえすがえすも悔しかったことだったろう。
また「過般東京方面へ旅行仕帰来疲労甚処れうまちの気味にて静養
罷在候」とある 、谷崎は十月二十一日に勝山へ一緒 疎開してい松子のいとこの章子の夫布谷伊
これみつ
光を同行して、阪神間に出て家探しを
している。さらにそこから京都をめぐり、熱海に一泊して、 「細雪」出版のことを相談すべく東京へ向かっ いる。東京では与野の笹沼源之助のところに泊まったが、十一月八日に 大阪に戻って尼崎の布谷のところに泊まり、十三日に姫路から無蓋の貨物列車に乗り込んで帰った。途中から雨が降り出し、傘をさしかけて貨物に凭れかかりながら運ばれた。な なか家を探すのが難しいことと、都会の食糧事情の悪さから、この年の冬は勝山 止 ることにした。が この終戦間もない時期の阪神間から東京へ 大旅行は身体的 はかなり厳しいもので、そ 後の疲労の甚だしかった とがうかがわれる。
七
　昭和二十七年十二月二十六日
　　　
谷崎松子より卜部資治、奥様へ
表
　
広島県芦品郡駅家町江良
　
卜部資治様
　
奥様
　
御人
〻
　　
速達（消印２７・１２・２７）
裏
　
師走廿六日
　
京都市左京区下鴨泉川町五
　　
谷崎松子
愈
〻
本年も残り少なニなりました
　
年の瀬になつて誠にいろ
〳〵の事がかへりみられます
　
殊に御無沙汰に過ぎたこと等が何
となく責められる思ひでございます
　
御皆様お揃ひ御健やかに益
〻
御子孫御繁栄蔭ながら喜んで居ります
　
御拝眉の折もなくて
何時も心さびしく存じ居ります
　
熱海もお立ち寄りいたゞく機会
もなく残念にぞんじて居りました
　
この程は森田の兄に大好物を
おことづけ頂き
　
御厚情嬉しく主人も久
〻
に真の鯛の味はひに
満足二日間楽しませていたゞきました
　
高血圧で加養中でござい
ますが食慾は至つて旺盛でございます
　
本年は珍しく京都にて越
冬致します
　
どうか一度京都へもお訪ね下さいませ
　
久
〻
に精
に御話も申し上げ度く存じますそちらの皆さ に思はぬ御無沙汰を続け 居りますがお序に卓江兄様ふで子姉様龍雄様御夫妻に山
〻
よろしく御風声願ひ上げ
ますどうか佳き新春をお迎へ遊ば ますやう心から祈り上げます
　
谷
崎よりくれ〴〵もよろしく申し出 した
　
来春こそは御拝顔の折
が得られます様ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
かしこ
　　
松子
資治兄様たく子姉様
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二六
　　　　
御前に
一九五二（昭和二十七）年の暮れに「森田の兄」詮三に大好物の鯛
をことずけてもらったことへの松子の礼状である。この年、谷崎は前年五月から刊行がはじまった『潤一郎新訳
　
源氏物語』の仕事に専念
していたけれど、高血圧症に悩まされて静養することも多かった。 「高血圧で加養中でございますが食慾は至つて旺盛でございます」とあるが、翌二十八 には口述筆記のための助手として伊吹和子を雇い、 「源氏物語」の現代語訳の仕事は口述筆記に切り換えている。
八
　昭和二十八年四月三日
　谷崎松子より卜部貞寛へ
表
　
広島県芦品郡駅家町江良
　
卜部貞寛様
　　
速達（消印２８・４・５）
裏
　
四月三日
　
京都市左京区下鴨泉川町五
　
谷崎潤一郎内
御父上御長逝の御報せに驚き入りました
　
皆様のお嘆きもさこそ
と御推察申し上げます
　
お花も綻び初めましたのにさくはなをよ
そに御他界遊ばされ私共も一入寂寥を感じ す
　
谷崎が元気なれ
ばお別れに駈けつけます筈 処未だ加養中にて失礼申し上げます
　
心から御冥福を祈り上げつゝ御悼ミまで申し上げます別封の為替にて御生前の御好ミのも を御供へ下さい 様御願ひ申しあげます　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
草々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
谷崎潤一郎内
卜部貞寛様　　　　
御前に
資治の死去にともない、資治の長男である貞寛へ宛てたお悔やみの
手紙である。谷崎が高血圧症のために筆がとれなかったので、松子が代筆しているが、資治は三月三十日に没している。一八九〇（明治二十三）年八月十五日生まれであるから、享年六十四だった。法号は常徳院寛道日治居士。資治は谷崎より四歳も若いが、戦後の混乱期に家業の酒造りも苦労の連続で また家長として しきたりや伝統の行事はもちろん、疎開しているものも含め嫁いだもの、分家したものなど一族の世話で、心労が絶えなかったようである。真面目で厳格な性格だったためか、胃を病んで、手術後に数年して亡くなったそうある。
九
　昭和四十年九月二十七日
　　　
谷崎松子より卜部貞寛へ
表
　
広島県芦品郡駅家町江良
　　
卜部貞寛様（消印４０・１１・１８）
裏
　
印刷〔神奈川 湯河原町吉浜蓬ヶ平一八九五の一〇四
　　
谷崎松子〕
粛啓
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谷崎潤一郎、松子未発表書簡九通（千葉）
 
二七
去る九月廿五日京都鹿ヶ谷法然院の墓所に
　
安楽寿院功譽文林徳
潤居士の埋骨を滞りなく相済ませました
　
就きましては供養のお
印までに心ばかりの品を拝呈
　
聊か謝意を表したく存じます
略儀ながら書中を以て慎んで御挨拶申し上げます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
草々
昭和四十年九月廿七日　　　　
谷崎松子
一九六五（昭和四十）年七月三十日、谷崎潤一郎は腎不全から心不
全を併発して、湯河原の湘碧山房にて逝去した。八月二日虎の門福田家にて通夜、三日青山葬儀場にて葬儀が執り行われ、九 十五日に京都鹿ヶ谷法然院に納骨された。その埋骨 滞 なく済んだ通知の挨拶状で、これは印刷されたものである。消印は十一月十八日であるが、日付は九月二十七日となっている。これまでどこにも紹介されていないようなので、こ 掲げておい 。
卜部家は、その後、総本家の川端卜部は八代目の豊治郎（司）が大
阪に出て、九代目 大八も京大を出 小松製作所に勤務し、越金屋卜部も中国新聞に勤務して広島に居 構えら 、それぞ に近年墓じまいし、屋敷も処分されたという とである。資治の亡きあと 酒造業を継 だ酒卜部三代目の貞寛も二〇一一（平成二十 ）年八月十三日に亡くなった。貞寛の存命中、腕 い杜氏が病に倒れ 単独酒造りをつづけることができなくなったとい 現在はその後を継
いだ長男の修治さんはもはや酒造りから身を引いて、岡山に住んでいらっしゃるという。
谷崎潤一郎の没後五十年も過ぎて、その著作権も切れた。またコン
ピュータの出現やＡＩ 登場によって、文学そのものの社会的な位置づけも大きく変化 てきて る 確実にひとつの時代が終わろうとしている れど、次に来る新しい時代がどのようなも か、私たち旧人類にはなかなか想像もつかない。しかし、三百年にわたる江良の卜部家の繁栄の歴史に照らしても、ここでひとつの時代の大きな区切 目を迎えていると うことが強 実感させられる。付記本稿の資料はすべて卜部幸子さんからの提供 よっ おり、たびたびの問い合わせにも快く応じていただいた卜部幸子さんの情報によって構成されたものです。ここに卜部幸子さん 厚く感謝 意を表ます。
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